
チノー
ガ
ラ
ス
製
温
度
計
の
校
正
現
場

温
度
の
校
正
は
究
極
の
温
度
測
定

　
チ
ノ
ー
は
接
触
式
温
度
計
や

放
射
温
度
計
、
湿
度
計
な
ど
の

メ
ー
カ
ー
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
事
業
者

と
し
て
は
制
度
開
始
後
す
ぐ
に

登
録
さ
れ
、
他
社
製
も
含
め
数

多
く
温
度
や
湿
度
の
校
正
を
実

施
し
て
き
た
。
２
０
１
２
年
度

の
実
績
で
は
一
般
的
な
校
正
を

合
わ
せ
６
０
０
０
件
の
う
ち
、

１
０
０
０
件
が
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
証
明

付
き
の
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
と
い

う
。

　
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
校
正
の
ユ
ー
ザ
ー

は
品
質
管
理
シ
ス
テ
ム
を
取
り

入
れ
た
自
動
車
、
医
療
や
食

品
、
航
空
機
関
連
な
ど
幅
広

い
。
精
密
な
モ
ノ
づ
く
り
が
必

須
と
な
り
「
ユ
ー
ザ
ー
の
Ｊ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
へ
の
意
識
は
だ
ん
だ
ん
と

高
ま
っ
て
き
た
」

清
水
孝
雄

取
締
役

。
一
般
校
正
と
Ｊ
Ｃ

Ｓ
Ｓ
校
正
は
手
法
と
し
て
は
同

じ
部
分
も
あ
る
。
た
だ
計
測
結

果
が
正
確
な
の
か
確
か
さ
の
幅

を
示
す
「
不
確
か
さ
」
の
値
の

保
証
の
た
め
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
で
は

校
正
手
順
を
繰
り
返
し
数
値
化

す
る
な
ど
ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら

れ
る
。

　
本
社
横
に
あ
る
校
正

現
場
に
入
る
と
、
自
社

開
発
の
校
正
装
置
が
ず

ら
り
と
並
ぶ
。
こ
れ
ら

は
熱
電
対
、
抵
抗
温
度

計
、
ガ
ラ
ス
製
温
度
計

な
ど
セ
ン
サ
ー
や
校
正

す
る
温
度
ご
と
に
分
か

れ
る
。
装
置
は
温
度
範

囲
が
広
い
た
め
使
わ
れ

る
シ
リ
コ
ー
ン
オ
イ
ル

を
加
熱
す
る
温
漕
、
ま

た
電
気
炉
な
ど
が
あ
り

ム
ラ
な
く
均
一
に
熱
を

発
生
さ
せ
る
な
ど
独
自

の
工
夫
が
詰
め
込
ま
れ

て
い
る
。
温
度
の
校
正
プ
ロ
セ

ス
で
は
、
実
際
に
校
正
す
る
温

度
を
実
現
す
る
た
め
、
校
正
装

置
に
標
準
の
温
度
計
と
校
正
品

を
い
れ
そ
れ
ぞ
れ
が
示
す
温
度

の
違
い
を
み
る
こ
と
が
基
本
と

な
る
。

　
神
山
雄
三
技
術
開
発
セ
ン
タ

ー
担
当
は
「
温
度
の
校
正
は
究

極
の
温
度
測
定
」
と
強
調
す

る
。
正
し
い
温
度
が
測
れ
る
か

を
実
現
す
る
に
は
、
測
定
時
に

お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
阻
害
要
因

を
排
除
す
る
こ
と
が
カ
ギ
と
な

る
か
ら
だ
。
校
正
す
る
温
度
計

の
炉
へ
の
挿
入
深
さ
、
温
度
計

の
応
答
性
と
い
っ
た
一
つ
ひ
と

つ
、
積
み
上
げ
て
き
た
技
術
蓄

積
が
信
頼
の
基
礎
と
な
る
。
同

社
で
は
校
正
を
任
せ
る
人
材
も

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
育
て

て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
は
放
射
温
度
計

で
４
０
０
度
Ｃ
以
下
と
い
っ

た
、
ま
だ
扱
っ
て
い
な
い
温
度

域
ま
で
広
げ
る
こ
と
。
ま
た
産

業
技
術
総
合
研
究
所
と
共
同

で
、
校
正
時
間
を
短
縮
化
で
き

る
手
法
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
い
る
。

　質量、長さ、圧力など 区分の多岐にわたるＪＣＳＳ登録認定事業
者。制度が始まって 年、事業所や証明書発行件数は序々に増加し、各
事業者は校正ノウハウを積み重ねてきている。モノづくりの精密化やグ
ローバル化が一層進む中、信頼できる正確な校正システムの供給はます
ます重要になる。温度や湿度専門の校正を手がけるチノーと、放射線や
放射能の標準を供給する日本アイソトープ協会の現場を訪ねた。

食品などの放射能測定に用い
られるゲルマニウム検出器

日本アイソトープ協会 測
定
用
に
放
射
能
の
標
準
線
源
供
給

　
日
本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
の

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
と
は
、
化
学

的
性
質
が
同
じ
で
も
質
量
数
が

異
な
る
原
子
の
こ
と
。
こ
の
中

に
は
活
発
な
原
子
の
状
態
か
ら

安
定
し
た
原
子
の
状
態
に
変
わ

ろ
う
と
す
る
時
に
放
射
線
を
出

す

放
射
性
同
位
元
素

が
あ

る
。
同
協
会
は
こ
の
放
射
性
同

位
元
素
の
利
用
や
安
全
に
関
す

る
研
究
な
ど
に
取
り
組
む
。
事

業
の
一
つ
が
放
射
線
や
放
射
能

の
標
準
供
給
と
関
連
す
る
校
正

や
測
定
サ
ー
ビ
ス
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

事
業
者
に
は

年
に
登
録
さ
れ

国
家
標
準
と
つ
な
が
っ
た
特
定

二
次
標
準
器
各
種
を
備
え
る
。

　
放
射
線
や
放
射
能
の
校
正
に

関
す
る
幅
広
い
技
術
を
も
つ
協

会
だ
が
、
中
で
も
特
徴
的
な
の

が
放
射
能
測
定
の
基
準
と
な
る

「
標
準
線
源
」
の
供
給
。
放
射

能
と
は
単
位
時
間
当
た
り
の
放

射
性
壊
変
の
数
で
あ
り
放
射
線

と
は
異
な
る
。
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
以
来
、
放
射

能
測
定
が
急
増
。
測
定
機
関
な

ど
か
ら
標
準
線
源
の
ニ
ー
ズ
は

急
拡
大
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ

発
行
件
数
も
事
故
前
の
年
間
６

０
０
件
程
度
か
ら
同
３
０
０
０

件
近
く
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

　
山
田
崇
裕
事
業
本
部
技
術
部

研
究
開
発
課
長
は
「
標
準
線
源

は
重
さ
で
使
わ
れ
る
分
銅
の
よ

う
な
も
の
で
、
放
射
能
は
多
種

類
あ
る
核
種
一
つ
ひ
と
つ
を
作

る
必
要
が
あ
る
」
と
解
説
す

る
。
核
種
は
半
減
期
が
異
な
る

な
ど
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
つ
。

現
在
、
供
給
す
る
の
は

種

で
、
協
会
が
製
造
す
る
も
の
の

ほ
か
輸
入
品
も
あ
る
。

　
例
え
ば
食
品
に
含
ま
れ
る
放

射
能
の
測
定
に
は
、
放
射
線
の

う
ち
物
質
を
透
過
し
や
す
い
ガ

ン
マ
線
の
ス
ペ
ク
ト
ル
か
ら
測

る
の
が
一
般
的
。
精
密
計
測
に

使
わ
れ
る
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
検
出

器
で
は
、
ガ
ン
マ
線
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
析
で
セ
シ
ウ
ム
、
カ
リ

ウ
ム
な
ど
核
種
が
決
定
で
き

る
。
測
定
試
料
の
形
状
や
使
用

す
る
検
出
器
ご
と
に
合
っ
た
標

準
線
源
が
必
要
と
な
る
。

　
標
準
線
源
は
基
本
は
大
き
く

て
２

、
小
さ
く
て
１
０
０

ま
で
の
サ
イ
ズ
だ
が
、
中
に

は
「
お
米

の
放
射
能
測

定
を
し
た
い
」
な
ど
の
声
も
増

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
は
ボ

リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
も
の
を
均
質

に
す
る
な
ど
調
整
技
術
を
生
か

し
、
そ
れ
に
合
っ
た
標
準
を
作

る
。
測
定
の
基
準
と
い
う
重
要

な
責
務
を
担
い
「
市
場
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
今
後
も
迅
速
対
応
し

て
い
く
」

山
田
課
長

考
え

だ
。

現場を見る…ＪＣＳＳ校正事業者の最前線
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